
県中地方を、ふくしまを、もっと元気に！
皆さまと共に私たちは、がんばります。

世界で活躍する青年海外
協力隊の養成施設が二本
松市の安達太良山の麓に
あります。私たち自民党議
員会は、国際ボランティア
に取り組む若者を応援す
るとともに、ふくしまの正確
な情報発信をはじめ、復
興・創生に向けた取組につ
いて、これからも国や関係
機関に働きかけ、地域の活
性化のために尽力します。

L i b  D e m s
The Liberal Democratic Party of Japan

二本松青年海外協力隊訓練所（略称：ＪＩＣＡ

二本松）では、毎年全国から約５００人の若

者が集まり、海外でボランティア活動するた

めの訓練に励んでいます。また、一般の方々

や学生向けに、セミナーや国際協力に関す

る出前講座も実施していますので、ぜひ足

を運んでみてはいかがでしょうか。

青年海外協力隊は70日間、シニア海外ボラン
ティアは35日間、合宿制の訓練を実施してい
ます。海外での活動に必要な知識・技能につい
て、講座や演習形式で学ぶとともに、語学は少
人数クラスで集中研修を行うなど、共同生活
を通して連帯感を高め、相互扶助の精神を養っ
ています。

あだたらの大自然のもと、
～世界へ羽ばたく～ 「ふくしま」で世界を学ぶ
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世界に誇れる福島へ。
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健康・文化スポーツ振興対策
特別委員会　理事

さらに進める ふくしま復興

●水田フル活用の推進と県オリジナル品種を始めとした県産米の
品質・食味向上●農地利用集積による経営規模の拡大など生産者
の所得倍増に向けた取組の推進●認証ＧＡＰ取得の推進による本
県農業の振興と２０２０復興五輪におけるふくしま県産食材の積
極的な活用●ロボット技術等の先端技術を取り入れた先進的な農
業・林業の展開●ふくしま県産品の多様な販路の拡大●漁港・漁
場・市場等の充実と本格操業にむけた支援の強化

力強い

を実現します。
農林水産業

●再生可能エネルギー先駆けの地としての世界に向けた発進力の
強化と関連産業の集積の促進●福島新エネ社会構想に基づいた水
素エネルギーを供給する一大生産地化にむけた取組の推進●復興
に向けた新たなまちづくりのためのスマートコミュニティー構築
の推進●企業や学校等での省エネルギー意識の向上を図る総合的
な取組の推進

●福島県中小企業・小規模企業振興基本条例に基づいた積極的な
支援●企業誘致を通じた産業の振興及び工業団地の整備支援●ロ
ボット関連、再生可能エネルギー関連、医療関連及び航空宇宙関連
産業等の集積の促進●日本酒や食などふくしまの強みを活かした
広域周遊観光の促進と国内外からの観光誘客の推進●国際チャー
ター便でのインバウンド観光等による福島空港の利活用促進

商工観光産業
を強化し

雇用を創出します。

世界に誇れる

先進県を実現します。
エネルギー

●復興拠点の整備促進及び生活インフラの復旧●被災事業者の事
業再開及び避難者等の就労支援による生活再建の実現●医療・福
祉・商業施設などの生活関連サービス及び雇用の充実●二次救急
医療等の医療体制の充実促進●復興公営住宅の入居の促進及びコ
ミュニティの維持

●18歳以下の医療費無料化や保育人材の育成・確保など、妊娠期
から子育て期にわたる切れ目のない支援の強化●ふくしま国際医
療科学センターを核とした将来にわたって県民の心身と健康を守
る体制の強化●医師・看護師を始めとする医療人材、介護・福祉人
材の確保と被災市町村や県内それぞれの実情に応じた地域医療体
制の整備促進●新たに立ち上げる推進組織の下での健康に関する
意識の高揚と健康長寿県の実現に向けた取組の強化

●福島イノベーション・コースト構想の実現に貢献する人材の育
成●国際理解等を深めるオリンピック・パラリンピック教育の推
進●子どもたちの社会体験活動の拡充と放課後の学習支援及び体
験活動の充実●子どもの心のケアのためスクールカウンセラー等
の相談体制の充実●教員の指導力の向上と学校、家庭、地域が一体
となった教育環境の構築●地域コミュニティや防災拠点としての
役割も担う学校施設の老朽化対策と教育環境の充実の推進

●復興・創生期間における復興財源及び地方創生に必要な財源の
確実な確保●福島イノベーション・コースト構想の確実な実現及
び避難地域の将来像の実現●各種研究開発・産業創出拠点を核と
した新産業の集積促進●ふくしま復興再生道路を始めとするイン
フラの整備促進及び物流拠点の機能強化●2020年「復興五輪」を
契機とした、風評の払拭と風化を防ぐための、ふくしまの確かな情
報発信●復興・創生を着実に推進するための組織体制の確保

●中間貯蔵施設における地権者の理解促進と除去土壌等の搬入
及び施設の本格稼動に向けた確実かつ安全な運用●特定廃棄物
の埋立処分事業における搬入路の整備等の推進と地元理解の促
進●フォローアップ除染、森林除染等放射線量軽減のための取組
の強化●除去土壌や廃棄物の福島県外での最終処分に向けた取
組の推進

●県内原子力発電所10基の全基廃炉の実現●廃炉・汚染水対策の
監視の強化●同対策の進捗及びロードマップ等の迅速な情報提供
●同対策作業環境の向上と作業員の安全確保●原子力発電所周辺
を始め県内全域における環境放射線のモニタリングの継続
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復興・創生期間後も見据えた要望活動

　自民党議員会は、県の平成３１年度当初
予算編成を前に、１１月１５日、内堀雅雄知事
に対し、重点政策への予算配分を求める申し
入れを行いました。
　太田光秋幹事長が要望書を知事に手渡
した後、６つの部会ごとの重点要望について
説明しました。

　また、１１月３０日には、政府予算獲得のため、自民党支援友好団体の皆様とともに、関係各省庁や党本部に対
して要望活動を実施しました。
自民党本部での要望会では、３１の支援友好団体の幹部、県選出国会議員、県議会議員が合計約100名参加
し、太田光秋幹事長から岸田文雄政務調査会長へ要望書を提出いたしました。その後、７班に分かれ各省庁を
訪問し、各団体様のご要望を国へと届けるとともに、党本部では二階俊博幹事長、加藤勝信総務会長と面会し、
復興・創生期間終了後も国が責任を持って、課題解決に取り組むよう、強く要望してまいりました。
　自民党議員会は、今後も福島県の復興をさらに加速させるため、党本部、国、県へ働きかけるなど、最善の努力
をしてまいります。


